
情報通信審議会 情報通信技術分科会 ＩＴＵ部会（第１３回）議事録 
 

１ 日時 
 平成３１年１月３１日（木）１７時１５分～１８時０５分 
 
２ 場所 
 総務省共用１００１会議室（１０階） 
 
３ 出席者 
（１）委員（５０音順、敬称略） 
 相田 仁、伊丹 誠、上條 由紀子、村山 優子 
 
（２）専門委員（５０音順、敬称略） 
浅野 弘明、今井 朝子、宇佐見 正士、大寺 廣幸、梶原 ゆみ子、上村 治、 
佐藤 孝平、芹沢 昌宏、武田 幸子、富田 二三彦、橋本 明、春口 篤、 
藤本 正代、前田 洋一 
 

（３）総務省 
吉田国際戦略局長、泉官房審議官、藤野国際戦略局総務課長、深堀国際周波数政策室長 
 

（４）事務局 
田沼通信規格課長、戸田国際情報分析官 他 
 

４ 議事 
（１）部会長及び部会長代理選出 
（２）委員会構成員の氏名について 
（３）ＩＴＵ部会決定第４号の改正について 
（４）ＩＴＵ－Ｒに関する最近の動向について 
（５）ＩＴＵ－Ｔに関する最近の動向について 
（６）その他 
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開  会 

 
（戸田国際情報分析官）それでは、定刻となりましたので、これよりＩＴＵ部会第１３回会

合を開催させていただきます。皆様、お忙しいところお集まりいただきまして、ありがと

うございます。 
 本日ですけれども、部会長が選出されるまでは、私、通信規格課の戸田が進行を務めさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 
 なお、本会議はペーパーレス会議で行わせていただきたいと考えております。昨日、メ

ールにて資料を送らせていただきました。紙の資料を希望される方がいらっしゃいまし

たら、お申し出いただけますでしょうか。 
 それでは、よろしいでしょうか。まず、資料の確認をさせていただきます。 

 資料１３－１といたしまして、情報通信審議会情報通信技術分科会ＩＴＵ部会名簿。１

３－２といたしまして、ＩＴＵ部会決定第４号改正案。１３－３といたしまして、ＩＴＵ

－Ｒに関する最近の動向。１３－４といたしまして、ＩＴＵ－Ｔに関する最近の動向。資

料１３－５といたしまして、ＩＴＵ部会の今後のスケジュールの５点と、そのほか参考資

料として３点つけてございます。資料の不足等ございましたらお知らせください。 

 では、まず初めに、総務省国際戦略局長の吉田からご挨拶をさせていただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

（吉田国際戦略局長）皆様、国際戦略局長の吉田でございます。日ごろから情報通信関係、

さまざまなご支援、ご協力を賜りまして、厚く御礼を申し上げたいと思います。また、本

日はＩＴＵ部会にお集まりをいただきまして、ありがとうございます。冒頭、一言ご挨拶

を申し上げたいと思います。座って失礼させていただきます。 

 先日、１月１１日でございましたけれども、情報通信審議会情報通信技術分科会長から

本部会の構成員が指名されたところでございます。構成員の皆様方におかれましては、本

部会におきまして、ＩＴＵでの標準化活動についてご議論をいただき、また、我が国の国

際競争力の強化に向けたご助言をいただけることと期待を申し上げている次第でござい

ます。 

 我が国といたしましては、初めて議長国を務めることとなりますＧ２０が本年６月に

開催されます。情報通信に関しましては、Ｇ２０の貿易・デジタル経済大臣会合が６月８

日、９日の日程で開催されます。実を言いますと、それの初めての準備会合が昨日、本日

と新宿のホテルで開催され、私も昨日と本日の午前中は参加しておったのですけれども、

ちょうど全体のセッションがそろそろ終わるころかと思います。ＡＩやＩｏＴ、その他イ

ンクルージョン、またＳｏｃｉｅｔｙ５.０、ＳＤＧｓなど、まだアジェンダセッティン

グの段階でございますので、いろんな項目について非常に熱心な討議がなされてきてい

るところでございます。 
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 また、ＩＴＵ部会につきましては、今会期、２０１９年から２０２０年の２年間は、Ｉ

ＴＵにおきまして、無線通信総会（ＲＡ－１９）、世界無線通信会議（ＷＲＣ－１９）、世

界情報通信標準化総会（ＷＴＳＡ－２０）など、重要なイベントが数多く予定をされてい

るところでございます。これら重要なイベントに向けまして、総務省の取り組みといたし

ましては、ＷＲＣ－１９に向けましては、アジア太平洋地域の準備会合であるＡＰＧの第

５回会合を７月に、またＷＴＳＡ－２０に向けましてアジア太平洋地域の準備会合の第

１回会合を６月に日本に招致をいたしまして、その活動に貢献してまいりたいと考えて

おります。またこれにつきましても、皆様の積極的なご参加、ご協力をお願いしたいと考

えているところでございます。 

 ＩＴＵ部会におきましては、これらの重要なイベントに対する我が国の対処方針のご

議論を頂戴したいと思っておりまして、皆様のご知見を頂戴しながら、我が国のＩＴＵに

おける議論、課題の対応を適切に進めていきたいと考えております。重ねまして、ご協力

をお願いさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

（戸田国際情報分析官）ありがとうございました。 

 それでは、議事を進めさせていただきます。 

 情報通信審議会情報通信技術分科会長によりまして、ＩＴＵ部会の構成員が指名され

ておりまして、１月１１日に公表されてございます。部会構成員の名簿は資料１３－１を

ごらんください。こちらのとおりでございます。 
 なお、本日は三瓶委員、川添専門委員、丹専門委員はご都合によりご欠席とのご連絡を

いただいております。もし名簿の記載内容について誤り等ございましたら、事務局までお

知らせいただければ幸いでございます。よろしいでしょうか。名簿に誤り等はございませ

んでしょうか。 
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部会長及び部会長代理選出 

 

（戸田国際情報分析官）続きまして、議事を進めさせていただきます。部会長の選任に移り

たいと思います。 

 ＩＴＵ部会の部会長は、参考資料としてお配りしました情報通信審議会令第６条第３

項の規定により、委員の互選により選任することとなっております。したがいまして、委

員の皆様からご推薦をお願いしたいと思っておりますが、いかがでございましょうか。 

 伊丹委員、お願いいたします。 

（伊丹委員）相田委員を推薦させていただきます。 

（戸田国際情報分析官）ありがとうございます。ただいま、伊丹委員から、相田委員を部会

長にというご推薦がございましたが、委員の皆様はいかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

（戸田国際情報分析官）それでは、異議なしということでございますので、委員の皆様の互

選により相田委員をＩＴＵ部会長に選任させていただきたいと思います。 

 ここからは相田部会長に議事進行をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

（相田部会長）ただいま部会長を仰せつかりました相田でございます。簡単でございますけ

れども、一言ご挨拶をさせていただきたいと思います。 

 私は前期から部会長を務めておるのですけれども、実は前期はほとんど会合を開いた

記憶がございませんで、このＩＴＵ部会の大きな役割がＩＴＵの大きな会合への対処方

針ということでございまして、前期はちょうど大きな会合がＩＴＵのほうで開かれなか

ったところでございますけれども、ただいま局長からもご紹介がございましたように、今

期はＲＡ－１９、ＷＲＣ－１９、ＷＴＳＡ－２０ということで既に予定されておりますの

で、今回は実質的にお集まりいただいて、いろいろご意見を頂戴することが必要になるか

と思いますので、ぜひ皆様のご協力をいただきたく、よろしくお願い申し上げる次第でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず部会長代理の指名を行いたいと思います。 

 部会長代理につきましては、先ほどもございました情報通信審議会令第６条第５項の

規定により、部会長である私から指名することになっております。私といたしましては、

これまでもＩＴＵ部会、地上業務委員会等においても審議に携わられており、深いご見識

をお持ちの大阪大学の三瓶委員に前期に引き続きお願いしたいと考えております。 

 本日、三瓶委員はご都合によりご欠席されておりますが、事前にご了承を得ているとい

うことで、そのようにさせていただきたいと思いますが、よろしゅうございますでしょう

か。 

（「異議なし」の声あり） 
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（相田部会長）それでは、部会長代理につきましては、三瓶委員にお願いいたします。 

 

委員会構成員の指名について 

 

（相田部会長）続きまして、委員会構成員の指名を行いたいと思います。 

 ＩＴＵ部会に属する委員会の構成員及びそれぞれの委員会の主査につきましては、情

報通信審議会情報通信分科会決定第４３号第４項の規定により、これもＩＴＵ部会長が

指名することになっておりますので、私から指名させていただきたいと思います。 

 各委員会の名簿を事務局から配付していただきたいと思います。 

 お手元に届きましたでしょうか。 

 それでは、簡単に事務局から内容につきましてご紹介いただきたいと思います。 

（戸田国際情報分析官）それでは、読み上げさせていただきたいと思います。 

 ＩＴＵ部会に属する委員会ですけれども、前会期と同じ構成で考えております。 

 まず、ＩＴＵの無線通信部門、ＩＴＵ－Ｒのうち、ＲＡＧとＳＧ１を担当します周波数

管理・作業計画委員会主査は、引き続き、元ドコモＣＳの小林専門委員。 

 ＳＧ３を担当します電波伝搬委員会主査につきましても、引き続き、情報通信研究機構

の石井専門委員。 

 ＳＧ４とＳＧ７を担当します衛星・科学業務委員会主査も、引き続き、東北大学の加藤

専門委員。 

 ＳＧ５を担当します地上業務委員会主査も、引き続き、大阪大学の三瓶委員。 

 ＳＧ６を担当します放送業務委員会主査も、引き続き、名城大学の都竹専門委員にお願

いしたいと考えております。 

 次に、ＩＴＵの電気通信標準化部門、ＩＴＵ－Ｔの各ＳＧ、電気標準化アドバイザリー

グループを担当します電気通信システム委員会につきましては、北陸先端科学技術大学

院大学の丹専門委員にお願いしたいと考えております。 

 各委員会構成員については、お配りした名簿のとおりでございます。 

 以上です。 

（相田部会長）ただいま事務局から主査の名前だけご紹介いただきましたけれども、それ以

外の構成員につきましても、それぞれの会社のご都合等で交代いただくほか、基本的には

前期と同じ構成員ということでお願いしたいと思っております。よろしゅうございます

でしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

（相田部会長）では、このように指名させていただきたいと思います。 
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ＩＴＵ部会決定第４号の改正について 

 

（相田部会長）続きまして、ＩＴＵ部会決定第４号の改正ということで進めさせていただき

たいと思います。 

 資料につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

（戸田国際情報分析官）資料１３－２をごらんください。ＩＴＵ部会における委員会の設置

及び運営についてでございます。 

 こちらの資料の最終ページ、別表のところでございますけれども、総務省の組織変更に

伴いまして、情報通信国際戦略局から国際戦略局に、そのほかサイバーセキュリティ課が

サイバーセキュリティ統括官と名称変更してございます。これについてご承認いただけ

ればと思います。 

 以上でございます。 

（相田部会長）ただいまご紹介いただきましたように、総務省内の組織変更に伴う名称変更

ということで、実質的な内容が変わるものではないと理解いたしております。 

 この件につきまして、何かご質問、ご意見ございますでしょうか。 

 それでは、これにつきましてご承認いただけますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

（相田部会長）それでは、ＩＴＵ部会決定――１つ番号が増えて第５号ということになりま

すけれども――として承認いただいたことにさせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。 
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ＩＴＵ－Ｒに関する最近の動向について 

 

（相田部会長）では、次の議事といたしまして、ＩＴＵ－Ｒの最近の動向についてというこ

とで、資料について事務局から説明をお願いいたします。 

（戸田国際情報分析官）それでは、資料１３－３をごらんください。ＩＴＵ－Ｒに関する最

近の動向でございます。 

 １ページ目ですけれども、本日は無線通信総会（ＲＡ）と世界無線通信総会（ＷＲＣ）

につきましてご説明したいと思います。 

 ２ページ目は、無線通信総会についてでございます。無線通信総会（ＲＡ）は、次回は

先ほどご紹介がありましたとおり、２０１９年１０月２１日から２５日の５日間の日程

でエジプトのシャルム・エル・シェイクで開催する予定となってございます。こちらはＩ

ＴＵで無線通信分野の標準化を行う無線通信部門（ＩＴＵ－Ｒ）の総会でございまして、

３から４年に１回開催するものでございます。 

 ＲＡ－１９の主な任務といたしましては、ＳＧ構成の審議、ＳＧ議長・副議長の任命、

作業方法の見直し、研究課題の承認、勧告案の承認等が行われる予定となってございます。 

 続きまして、３ページ目でございます。ＲＡに引き続きまして、ＷＲＣ、世界無線通信

会議も同じく赤字で書いてあるところでございますけれども、２０１９年１０月２８日

から１１月２２日の日程でエジプトのシャルム・エル・シェイクで開催予定でございます。

こちらはＩＴＵが行う無線分野での最大規模の会議でございます。主に無線通信規則の

改正を実施するものでございます。前回会合は２０１５年に開催されておりまして、１６

０カ国から３,８００人が参加してございます。 

 引き続きまして、４ページ目がＷＲＣ－１９の議題一覧となってございます。議題１.

１から議題１０までございます。この中の赤字で記した部分は、我が国が提案した議題と

なってございます。 

 引き続きまして、５ページ目でございます。ＷＲＣ－１９までのスケジュールを記載し

てございます。赤色の線を引いてあるところが２０１９年１月現在のものでございます。

今後のスケジュールについて、簡単にご説明いたしますと、ＩＴＵ、ＷＲＣ関連会合では、

２月１８日から２８日の日程でＣＰＭ１９－２、ＣＰＭはＷＲＣの準備会合ですけれど

も、こちらが開催される予定となってございます。 

 赤枠で囲ったＡＰＴ会合の黄色のところですが、ＡＰＧ１９－５、こちらは先ほどご紹

介がありましたけれども、７月３１日から８月６日の日程で日本の東京でＡＰＧ１９－

５を開催する予定でございます。こちらもＷＲＣの準備会合との位置づけで、こちらで審

議したＡＰＴ共同提案をＷＲＣ－１９のエジプトに持っていくという形になります。 

 続きまして、６ページ目でございます。こちらは先ほど４ページ目でご説明しましたＷ

ＲＣ－１９議題一覧のうち、主な議題として１.１３の部分について簡単にご説明したい
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と思います。議題１.１３は、将来のＩＭＴ開発のためのＩＭＴ用周波数特定の検討でご

ざいまして、２４.２５から８６ギガヘルツ帯における移動業務の追加一次分配を含むＩ

ＭＴ特定のための適切な共用及び両立性の検討でございます。 

 このうち、図をごらんください。この中の赤字で囲ったところが議題１.１３、ＩＭＴ

候補周波数帯となっているところでございます。１１の帯域に分かれてございます。また、

我が国の５Ｇ割当て周波数帯といたしまして、青っぽいところで記載しているところで

すけれども、２７.０から２９.５が我が国の５Ｇ割当て周波数帯となってございます。 

 議題設定の背景でございますけれども、ＷＲＣ－１５におきまして、我が国だけでなく、

多数の国・地域の提案により設定された議題でございまして、ＷＲＣ－１９における検討

周波数帯として、ごらんの１１の帯域がＷＲＣ－１５の決議２３８で設定されたもので

ございます。 

 議題の検討状況でございますけれども、ＣＰＭレポート案として、Ｍｅｔｈｏｄ１から

３が検討されてございます。Ｍｅｔｈｏｄ１といたしましては、全候補帯域が対象にＮＯ

Ｃとなってございます。Ｍｅｔｈｏｄ２といたしまして、ＩＭＴ特定、ただし３１.８か

ら３３.４ギガヘルツは除いてございます。この中では、各候補周波数帯に応じまして、

オルタナティブが設定されているところでございます。また、Ｍｅｔｈｏｄ３といたしま

して、６６ギガヘルツから７１ギガヘルツのみの対象でございますけれども、ＷＲＣ決議

に基づき、ＩＭＴ特定の向けた検討を継続してございます。 

 各地域・国の立場ですけれども、２４.２５から２７.５ギガヘルツはオーストラリア、

韓国等がＩＭＴ特定支持を表明済みでございまして、ＩＭＴ特定とされる可能性が大き

いという状況でございます。また、３１.８から３３.４ギガヘルツはＮＯＣで合意されて

ございます。そのほか、４３.５ギガヘルツ以下の候補周波数帯は積極的に共用検討が行

われてきてございまして、４５.５から５２.６、７１ギガヘルツ以上は国際的に推進の方

向性が顕著ではございません。また、６６から７１ギガヘルツの候補周波数帯は欧州、豪

州、アフリカが積極的である一方、ロシア等が消極的という状況でございます。 

 最後、７ページ目ですけれども、こちらは参考までに無線通信部門における今期の研究

会期の研究体制を示してございます。ＳＧ６に日本から議長、ＳＧ４とＳＧ５には副議長

を輩出している状況でございます。 

 ＩＴＵ－Ｒに関する最近の動向といたしましては、以上でございます。 

（相田部会長）ありがとうございました。 

 それでは、ただいまご紹介いただきましたＩＴＵ－Ｒの動向につきまして、何かご質問、

ご意見がございましたらお願いしたいと思います。いかがでございましょうか。よろしゅ

うございますか。 
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ＩＴＵ－Ｔに関する最近の動向について 

 

（相田部会長）それでは、もしご質問がありましたら、後ほどでもお受けすることにいたし

まして、続きまして、ＩＴＵ－Ｔのほうの最近の動向につきまして、資料に沿って、また

事務局から説明をお願いいたします。 

（戸田国際情報分析官）それでは、資料１３－４をごらんください。ＩＴＵ－Ｔに関する最

近の動向でございます。 

 １ページ目ですけれども、ＩＴＵ－Ｔにおけるホットトピックについてと第１回ＡＰ

Ｔ ＷＴＳＡ－２０準備会合の日本招致についてご説明させていただきたいと思います。 

 次、２ページ目は、ＩＴＵ－Ｔにおけるホットトピックということでございますけれど

も、こちらは昨年１２月に開催されましたＴＳＡＧ会合におきまして、ＩＴＵ－Ｔにとっ

ての標準化戦略上の重点化課題を整理したものでございます。このリストは現在、各全Ｓ

Ｇにリエゾンとして送付されておりまして、今後どの課題が重要で、どのような体制でこ

れを審議すべきかといったことなどを検討する予定としてございます。 

 項目を簡単に読み上げますと、ＯＴＴ関連、ＶｏＬＴＥ関連、３番はネットワーク自動

化、４番はネットワーク可用性に関するオープンＡＰＩ、５番は５Ｇ／ＩＭＴ２０２０、

６番はギガビットブロードバンドアクセスサービス、７番はデータセンター相互接続、８

番はＡＲ／ＶＲ、９番はアクセシビリティ関連、１０番はセキュリティ関連、１１番は証

左、エビデンスベースのデータ指向のサービス開発を支援する分析、１２番は将来網に向

けた知的ネットワーク管理、１３番は新興技術の環境効率性、１４番はデジタルヘルスケ

ア、１５番は相互接続可能な量子安全通信／量子耐性、これらがホットトピックスとして

挙げられてございます。 

 本日は、この中で１５番の量子安全通信について、簡単に動向をご説明したいと思いま

す。 

 ３ページ目をごらんください。量子情報技術に関するこれまでの経緯ですけれども、２

００８年にＥＴＳＩにおいてＩＳＧ ＱＫＤが設置されまして、ＱＫＤデバイスやＱＫＤ

システム等の標準化が進展されてございます。日本からもＮＩＣＴ、東芝、ＮＥＣ等が参

加してございます。 

 そのほか、特に最近、２０１８年になりまして、ＳＧ１３会合ですとか、ＳＧ１７会合

におきまして、量子通信に関する新規作業項目の提案がなされて、設置されてございます。

また、ＩＴＵ－Ｔ ＣＴＯ会合の声明におきましても、量子暗号等についてＩＴＵ－Ｔが

研究する必要性が記載されてございます。 

 それから、昨年１２月に開催されましたＴＳＡＧ会合での議論でございます。中国から

量子情報技術に関する新規フォーカスグループの設置に関する提案が提出されました。

これにつきまして、ＦＧ設置に関する議論を実施いたしまして、検討したのですけれども、
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結果といたしましては、コンセンサスは得られませんで、今会合では、当該ＦＧ（フォー

カスグループ）は設置されませんでした。検討を行ったアドホックグループの議長からは、

中国に対して、今後、ワークショップを開催して、各国の理解を得た上で、次回ＴＳＡＧ

において再提案するように求められまして、その後、中国からは、２０１９年５月か６月

に量子情報技術に関するワークショップを開催するという発言がございました。場所は

香港か上海という発言がございました。そのほか、ＳＧ１３やＳＧ１７会合でも量子情報

技術に関するワークショップが開催される見込みになってございます。 

 以上が量子情報技術に関する最近のＩＴＵ－Ｔにおける動向でございます。 

 続きまして、４ページ目でございます。こちらはＷＴＳＡ－２０のＡＰＴ準備会合及び

ＡＳＴＡＰ総会の日本招致についてでございます。こちらも冒頭、簡単にご紹介がありま

したけれども、日程といたしましては、２０１９年６月１１日から１５日の日程で、場所

は秋葉原のアキバプラザで行う予定としてございます。参加者といたしましては、ＡＰＴ

加盟国の情報通信関係の主管庁、キャリア、ベンダ等から約１２０名を予定してございま

す。スケジュールといたしましては、ＷＴＳＡ準備会合を１日間、ＡＳＴＡＰ総会を４日

間開催させていただく予定でございます。こちらも開催に当たりまして、円滑な開催がで

きるように皆様方からのご協力を賜れればと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 引き続きまして、５ページ目でございます。こちらはＩＴＵ－Ｔに設置されているフォ

ーカスグループでございます。フォーカスグループというものは、ＩＴＵメンバー以外の

参加が可能なグループで、勧告の策定は行えないのですけれども、短期間に集中的に審議

をして、その成果を親のＳＧに報告する。親のＳＧ会合で勧告化に向けた作業が行われる

というものでございます。活動中のＦＧ、フォーカスグループといたしましては、ごらん

の７つのフォーカスグループがございます。ＩｏＴとスマートシティ・コミュニティのた

めのデータ処理と管理、分散台帳技術のアプリケーション、こちらはブロックチェーン技

術等のことでございます。それからデジタル法定通貨を含むデジタル通貨、５Ｇを含む将

来網のための機械学習、ネットワーク２０３０のための技術、車両マルチメディア、健康

のための人工知能と７つのフォーカスグループが設置されておりまして、現在、集中的な

議論がされている状況でございます。 

 最後、６ページ目は参考でございますけれども、こちらはＩＴＵ－Ｔにおける研究委員

会でございまして、日本からはＳＧ３とＳＧ９に議長を輩出してございます。そのほかの

多くのＳＧにつきましても、副議長を日本から輩出している状況でございます。 

 以上でございます。 

（相田部会長）ありがとうございました。 

 それでは、ただいまご説明いただきましたＩＴＵ－Ｔの動向につきまして、ご質問、ご

意見がございましたらお願いしたいと思います。 

 はい。 
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（今井専門委員）フリーランサーの今井と申します。ＩＴＵ－Ｔにおけるホットトピック、

２ページのところに質問があるのですけれども、９番目、「障がい者及び包摂的ＩＣＴソ

リューションの構築を求める者の要求を考慮したアクセシビリティ・バイ・デザイン」と

いうところで、日本は先進諸国の中で最も高齢化が進んでいて、この分野に関してはどん

どん研究開発を進めて、運用と改善をもう既に何回も繰り返していかなきゃいけない、先

端を行かなきゃいけない国だと思うのですけれども、ここへの日本の関わり方というの

はどういう形になる予定でしょうか。まだ議論を始められたばかりかもしれないのです

けれども、もしもわかる範囲がありましたら教えていただけますか。 

（戸田国際情報分析官）こちらにつきましては、ＳＧ２と１６に丸が書いてございます。Ｓ

Ｇ１６についての状況でございますけれども、日本から積極的にアクセシビリティにつ

きましての寄書を積極的に提出してございまして、障害者ですとかを考慮した事項につ

いて、日本から積極的に寄書を提出して審議して、それが勧告になったりしているという

状況でございまして、これまでもＳＧ１６では積極的に活動しておりますし、これからも

引き続き活動を継続してまいりたいと思っております。 

（相田部会長）日本でのここの対応はどこがやっているのですか。 

（戸田国際情報分析官）細かいＳＧ１６の審議につきましては、ＴＴＣの専門委員会で議論

されてございますけれども、こちらのほうでは例えば慶應大学の先生ですとかが積極的

に審議に関わっていらっしゃいます。 

（相田部会長）アクセシビリティみたいなのに限定した対応委員会がある？ 

（戸田国際情報分析官）アクセシビリティに限定した委員会では……、ＴＴＣの中では、Ｓ

Ｇ１６に対応するマルチメディア応用専門委員会という委員会があるのですけれども、

その中の１つの課題として、そういう課題が設定してございまして、それについて対処方

針をＴＴＣにおいて審議していると。ＳＧ１６の中の１つのトピックスとして、そういう

障害者対応のものがあるということでございます。 

（相田部会長）ＳＧ１６課題全体に対応する対応委員会がＴＴＣにあって、そこでちゃんと

やっていると。 

（戸田国際情報分析官）そういうことでございます。 

（相田部会長）よろしゅうございますでしょうか。 

 じゃあ、ＴＴＣについてお願いします。 

（前田専門委員）今、ご説明いただきましたように、ＴＴＣでは、ＳＧ１６の中で認識され

た課題にどうアクションするかということで、特に技術的な側面で対応するときの事前

の寄書審議とか対処方針を検討しておりまして、例えば今まででも技術的には放送とは

違うＩＰＴＶの画面上で色とかサイズとかいろいろ変化させられるようなアクセシビリ

ティガイドラインというのは標準化ではできているのですけれども、そういったものを

中心にプロモートしたりとか、今後であれば、多分話題になるであろう課題としては、電

話リレーサービスとか。ただ、我々から見ても、いろいろな分野の事業と関わる課題では
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ありますので、やっぱり日本で展開したり、料金、規制、いろんな側面での議論は適切な

ところでやっていただいて、その中の標準化課題でＳＧ１６の課題にマッチするところ

は、もう既に体制は用意しておりますので、対応できるかと思います。特にクエスチョン

として、アクセシビリティの課題がＳＧ１６にございますけれども、そのラポーターは慶

應大学の川森先生が担当されておりますので、もし対応するときのチャンネルというの

は一応できているとご理解いただいて結構かと思います。 

（相田部会長）ありがとうございました。 

 もうひと方、はい。 

（梶原専門委員）富士通の梶原と申します。 

 質問が２点ございまして、まず３ページ目です。中国から新しいフォーカスグループの

設置に関する提案が提出されたということで、この脈絡ですと、日本のほうでは重複を避

けるように明記させるということで、日本としての懸念は払拭しているという形になっ

ているのですが、今後として、やはり新しいフォーカスグループが設置される状況になる

のか、それともＳＧ１３、ＳＧ１７でも量子技術に関するワークショップが開催される見

込みということになるので、１３とか１７のほうで包含される形をとろうとしているの

か、その辺の見込みというか、どんな状況になっているのかということを教えていただき

たいということ。 

 それから、５ページ目の一番最後に健康のための人工知能とあるのですが、この分野は

どういったことを標準化として議論されようとしているのか、ちょっと教えていただけ

ればと思います。 

（戸田国際情報分析官）まず最初の質問、３ページ目、中国からの量子情報技術に関するフ

ォーカスグループの設置でございますが、前回行われましたＴＳＡＧ会合では、ここに記

載してございますように、日本からは既存のＳＧ１３やＳＧ１７会合との重複が懸念と

いうことで当初反対していたのですけれども、提案者の中国とオフラインで調整したと

ころ、既存の研究との重複を避けると明記されましたので、日本としての懸念は払拭され

たという状況でございます。こちらにつきましては、会合時にＮＩＣＴとも調整しながら

対処方針を審議したという状況でございます。 

 今後の設置される見込みについてでございますけれども、こちらは中国からは多分、ま

たいずれかの段階で、次回ＴＳＡＧになるのかどうかはわかりませんが、まずワークショ

ップが５月か６月に開催される見込みですので、そこでの審議を踏まえて、またＴＳＡＧ

に議論を持ってくる可能性はございます。それに対して、特に日本以外の国、米国とかカ

ナダとかイギリスからは、まだ技術的に未成熟であるということから反対しているとい

う状況でございまして、また逆に、エジプトやサウジ等からは賛成の意見もあるという状

況でございます。 

 今後の対処につきましては、まだ日本として、具体的にどのように方向性を見出すかに

つきましては、今後、検討していく課題であると認識しておりまして、いずれにいたしま
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しても、ＳＧ１３の活動ですとか、既存のＳＧ１３の活動やＳＧ１７の活動の審議が遅れ

ないようにしないといけないと認識してございまして、いずれにしても、こちらの対処に

つきましては、国内関連団体と連携をとりまして、フォーカスグループの対処については

審議、検討していきたいと思ってございます。 

 それから……。 

（相田部会長）健康のための人工知能。 

（戸田国際情報分析官）健康のための人工知能ですけれども、こちらはＳＧ１６の下に設置

されて、まだ設置されたのが２０１８年７月という段階で、具体的な議論はこれからと認

識してございますが、ＡＩ ｆｏｒ Ｈｅａｌｔｈという形で検討がなされておりまして、

詳細につきましては、私も状況を把握できていないのですけれども、もしどなたかご存じ

の、前田さんとかご存じでしたら、ご紹介いただければ。 

（前田専門委員）やはりＳＧ１６の対応の中の議論ではございますけれども、このＥ－Ｈｅ

ａｌｔｈとＡＩを組み合わせた提案というのは、ＷＨＯの専門家が中心に提案をされて

いるという背景がございまして、例えば特に途上国の人たちの糖尿病検査とか目の検査

とかというのを、リモートでの通信を介した遠隔での簡単な診断で、最初の５０％ぐらい

の病気や何かの可能性を早期に分類するとか、幾つかのアプリケーションが考えられて

いるということで、ただ、医学的にはＷＨＯのほうはそれぞれの分野の専門家が対応する

ということで、ＷＨＯとしては、技術的なサポートをＩＴＵに求めて、それをプロモート

するためのまずは準備段階の検討が始まったということで、実会議はまだこれからだと

聞いております。 

（大寺専門委員）ちょっと一言よろしいですか。 

（相田部会長）どうぞ。 

（大寺専門委員）ＩＴＵ－Ｔのホットトピックの中の１番目、ＯＴＴですが、５つのＳＧで

議論されて、標準化と。具体的にどんなことをされようとされているのか。いろんな、も

う既にＡｍａｚｏｎとかいろんなところがＯＴＴをやっていると思うのですが、どうい

うことをＩＴＵの中でされようとしているのか教えていただければと思います。 

（戸田国際情報分析官）こちらも詳細はＳＧ３が中心に議論を進めていると認識してござ

いまして、こちらは例えば全権委員会議でも新規課題を設立するかということが議題に

なりしまて、こちらはＯＴＴ関連に関する、全権委員会議におきましても、ＯＴＴに関し

ては新規決議が作成されたという状況でございますが、そのほかの詳細につきましては、

すいません、私もＯＴＴ関連は把握できていない状況でございます。申しわけございませ

ん。 

（前田専門委員）じゃあ、それを簡単に。 

（相田部会長）はい。 

（前田専門委員）このオーバー・ザ・トップはおっしゃるように、グーグルであったり、た

だそれだけではなくて、この提案の背景は、特に途上国がネットワークのインフラを一生
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懸命提供していても、実際のサービスはもう今の電話網のサービスではなくて、いわゆる

インターネットベースの、日本でいくとＬＩＮＥとかいろんなものがあるんですけれど

も、そういったものがどんどん使われてしまって、電話収入は途上国には全く入らないと

いう中で、途上国からすると、お金が取れる仕掛けがないと設備投資ができないとか、じ

ゃあネットワークをインフラ提供する人とオーバー・ザ・トップでビジネスする人との間

でどういうルールがあるのか、できるのかというのが途上国の人たちからは議論してほ

しいという議論が背景にございます。 

 ただし、ＩＴＵでは、特にＩＴＵ－Ｔでは、それは各国のいろいろなビジネス状況とか

ポリシーにいろいろ絡むので、特にＩＴＵ－Ｔではポリシーイシューは基本的には議論

しないということで、できる議論は唯一ＳＧ３ということで、ＯＴＴという議論が出ると、

先進国のメンバーが中心に、全部ＳＧ３でそれやれば片づきますよねという形で、前回の

全権委員会議でもＯＴＴの決議も渋々扱ったという状況もございます。 

 私からすると、日本からしても、ネットワークを提供している既存のオペレーターに対

して、オーバー・ザ・トップでいろいろな、いわゆる事業者さんが出てきている中で、ネ

ットワークを効率的に使うために、どういうルール、取り決めが必要なのかどうかも含め

て、これはまだ今後の課題でありまして、それをネットワークのマネジメントの側面、帯

域を含めた品質保証という側面、あとはインプリのネットワークの側面ということで、さ

まざまなネットワークが絡むということで、先ほどの２ページの表でも、さまざまなＳＧ

が関連して、一応今後、課題として取り上げようという今、方向性があるという段階で、

議論はこれからだとご認識いただいていいかと思います。 

（相田部会長）よろしいでしょうか。だから、この表の意味ですけれども、これからこれが

大事になりそうだねということで挙げられた表ということで、この先どうするかという

のは、この項番によっても違うという理解でよろしいでしょうか。 

（戸田国際情報分析官）はい。こちらにつきましては、現在、ＴＳＡＧで１５のホットトピ

ックを作成しておりまして、現在、リエゾンという形で、各ＳＧにフィードバックしてい

る状況でございまして、各ＳＧのフィードバックを踏まえて、またＴＳＡＧにおきまして

どういった形で審議するか、どういう形で検討するかということを具体的に検討してい

くという状況でございます。 

（相田部会長）そうすると、ＳＧの本格的な課題としてやるか、何か新たなフォーカスグル

ープをつくるかとか、そういうあたりも項番によってさまざまと。 

（戸田国際情報分析官）はい。これを踏まえて、各ＳＧやＴＳＡＧで検討していくという形

になります。 

（相田部会長）ほかにいかがでございましょうか。 

 はい。 

（藤本専門委員）直接関係してくるかどうかはわからないのですが、４ページに示されてい

る、６月にせっかく日本で開催されるというのが、リーダーシップをとって、そういった
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日本としてメッセージングするよい機会にできればいいなと思います。リアクティブに

対応するだけではなくて、こういったところで積極的に推進したいＳＧとか、そういった

メッセージングを何か出していくとか、そういったよいチャンスになるのではないかと

思いましたので、コメントをさせていただきました。 

（相田部会長）これも一番の関係者は前田さんですかね。 

（前田専門委員）どういう意味かといいますと、現在のＡＳＴＡＰの議長を今、担当させて

いただいているということで、自分がオーガナイズしている会議が１０年以上振りにな

るかと思うのですが、日本で開催されるということで、今、ご指摘いただいたように、日

本からの提案を含めて、アピールできる場になるように。この期間中、会議だけではなく

て、インダストリアルワークショップというデモンストレーションを含めた場もできれ

ばということで、関係者の皆様、これからご検討いただく予定になっておりますので、ご

支援いただければと思っております。 

（吉田国際戦略局長）よろしいですか。 

（相田部会長）はい。 

（吉田国際戦略局長）先ほども申し上げましたＧ２０ですけれども、このデジタル経済大臣

のパートが６月８、９、つくばで開かれます。このＧ２０、今回はアジアでやります招待

国際機関としては、ＡＰＴも招待をしておりますので、参加するという形になっておりま

す。 

 もちろん今回の、こちらは６月１１日から１５、直接リンケージするものではございま

せんけれども、やはり６月という期間で、下旬には大阪でＧ２０のサミットもございます。

日本がプレジデンシーをとる国際会議は６月という１カ月の間に集中的にございますの

で、トータルして、できるだけいろんな意味での、いわゆるプレゼンスというものを日本

として高めていくように、これは総務省としてもいろいろ工夫をしていきたいと思って

います。 

（相田部会長）ありがとうございました。 

 ほかにいかがでございましょうか。先ほどのＩＴＵ－Ｒのほうも含めて、何か追加でご

質問がございましたら。よろしゅうございますか。 
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その他 

 

（相田部会長）続きまして、議事としては、その他ということでございます。 

 事務局から何かございますでしょうか。 

（戸田国際情報分析官）今後のスケジュールについて、資料１３－５をもとにご説明したい

と思います。１３－５をお開きください。 

 赤枠で囲ったところですけれども、ＩＴＵ部会を本日開催してございます。 

 次回ＩＴＵ部会ですけれども、ＲＡ－１９が１０月に開催されますので、その対処、一

部答申ということで、ＩＴＵ部会を９月ごろに予定してございます。さらに来年でござい

ますけれども、ＲＡの結果報告ということで、来年の初めごろ開催を予定してございまし

て、その後、ＷＴＳＡ－２０が来年秋ごろ開催されますので、それへの対処、一部答申と

いう形で、その前に開催させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

（相田部会長）ということで、先ほども申し上げましたように、今期は何回か実際に会合を

持たせていただきますので、ぜひご協力よろしくお願いいたします。 

 以上で用意いただいた議事は済んだかと思いますけれども、構成員の皆様から何かご

質問、ご意見ございますでしょうか。よろしゅうございますか。 

 

閉  会 

 

（相田部会長）それでは、本日のＩＴＵ部会をこれで閉会させていただきます。 

 皆様、お忙しいところお集まりいただきまして、どうもありがとうございました。 

 


